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JWST NIRCam観測データとGaia DR3データによる、散開星団NGC 2506の0.1 𝑀⊙主系列星
までの情報を用いて、星団の大局・内部構造に迫った。0.4 𝑀⊙以上の主系列星の連星率(57.5 %)

を得た。 Gaiaデータを用いてmass segregationを示した上、JWSTデータで0.1 𝑀⊙星までの質量関
数を求めた。また、JWSTの最も青いフィルタを用いることで5個のWD星候補を同定した。

年齢2 Gyrの散開星団NGC 2506の詳細なmulti-band研究により、0.1 𝑀⊙までのMS星に迫る。
JWST観測領域は星団の一部だが、Gaia DR3と組み合わせることで、星団全体の内部構造に迫る。
(主目的は10 NIRCam filtersのeffective PSF(ePSF)を改善すること.)
この観測は、JWSTのabsolute flux calibrationのためにG dwarf星を観測するために実施された。

 JWSTによるIR観測によりできた、星団内でhydrogen burning limit・brown dwarfに近い
質量の星にまで迫る数少ない研究
JWSTのNIRCamキャリブレーション用データを使ったサイエンス

ターゲット: NGC 2506 d=3.1 kpc (外縁), [Fe/H]=ー0.36, age=2.01 Gyr, 𝑟𝑐 =
2.6 arcmin (2.34 pc), 𝑟𝑡 = 33 arcmin
データ: JWST 10 NIRCam filters (8 wide+2 medium) + Gaia DR3
WFC/INT V-, i- image in 2004.1 (JWSTと組み合わせることでΔt=18.78 yrsの固有運動を取得)
固有運動：Gaia G-band 19等よりも暗い星はJWST+INTを使う。
Fig.13 分離不可能な２つのMS星の点光源としての全光度は：
(𝑚1 , 𝑚2は等級、𝐹1, 𝐹2はflux)質量比q=1の場合, 等級は0.75等上昇する。𝐹2/𝐹1はqに強く依存する。

Mass segregationが見られた(Fig.15(c)). 
質量関数(MF): 0.1 < 𝑀∗[𝑀⊙] < 1.4のMS星のMFはlogistic functionでよくフィット(Fig.15(f))。

Gaia DR3 0.7 < 𝑀∗[𝑀⊙] < 1.46の範囲で2065 𝑀⊙. JWST観測領域の0.1 <𝑀∗ 𝑀⊙ の星が600M⊙. 

r<4.61 arcmin、 0.1 < 𝑀∗[𝑀⊙] < 1.46のMS星のtotal massのlower limitは5863 𝑀⊙.

 WDの候補を5個発見したが、memberと言うには将来観測によるastrometryが必要

連星間距離の星質量依存性が小質量側でどのようになっているのか。
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また、3体反応の起きやすい星団内側ほど連星間距離が小さいといった傾向が観測的に見られると面白い。
JWSTのNIRCam, NIRSpecでlow-mass 超低金属量星が運良く受かっていないかモニタしても面白い？
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